
「ガラケー」という携帯電話の種類として一躍知られることになった「ガラパゴス化」

「ガラパゴス化」

この語は，事実上，本多勝一・朝日新聞編集委員（当時）との合作。1998年12月12日 木佐の講演「ド
イツの裁判官と日本の裁判官」を講演会場で聞いた本多氏が，「ガラパゴス現象」『週刊金曜日』251号
（1999年）7頁の文中で「ガラパゴス化」と表現した。
集会の画像，本多の記事は，⇒ リンク

http://tabushi.cafe.coocan.jp/990122HondaKatsuichi‐Galapagos.pdf

他方，吉川尚宏 『ガラパゴス化する日本 このまま日本は衰退するのか』（講談社現代新書，初版
2010年1月刊）が，その初刷において，ウェブ検索さえすることもなく，吉川の同僚・北俊一が2006年に

「ガラパゴス諸島なのか」と言ったのが「最初」であり，吉川自身が「ガラパゴス化現象」として「プロジェク
トの中で明確に定義した。」と述べていた（「はじめに」3頁）。
吉川は，木佐の抗議により，初版第３刷（同年5月24日刊行）の「はしがき」で，事実を認めたが，それ

以上の謝罪等は一切なかった。ＩＴ専門家でも，この程度の調査能力か，と腹立たしい思いであった。
http://tabushi.cocolog‐nifty.com/platz/2010/05/post‐7a8f.html

ちなみに，シャープ株式会社は，2010年7月20日にGALAPAGOS（ガラパゴス）を，電子ブックリーダー

（タブレット）と電子書籍配信サービスの名称とし，スマートフォンのブランド名としても使用開始を発表し
た。
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当職の抗議に基づい
て，第３刷において，
お詫びの言葉もなく，
黙って「修正」
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